
 

お客様各位 

 

カタログ等資料中の旧社名の扱いについて 

 

2010 年 4 月 1 日を以って NEC エレクトロニクス株式会社及び株式会社ルネサステクノロジ

が合併し、両社の全ての事業が当社に承継されております。従いまして、本資料中には旧社

名での表記が残っておりますが、当社の資料として有効ですので、ご理解の程宜しくお願い

申し上げます。 

 

ルネサスエレクトロニクス ホームページ（http://www.renesas.com） 

 

 

 

 

2010 年 4 月 1 日 

ルネサスエレクトロニクス株式会社 

 

 

 

 

 

【発行】ルネサスエレクトロニクス株式会社（http://www.renesas.com） 

【問い合わせ先】http://japan.renesas.com/inquiry 
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東京都千代田区大手町 2 丁目6 番 2 号 
(日本ビル) 

TEL  (03)5201-5134 (ダイヤルイン) 
株式会社 日立製作所 半導体グループ 
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 SH7705 の ダイレクトメモリアクセスコントローラ（DMAC）に関して下記の注意事項がありますので、

ご理解、ご了承頂けますようお願い申し上げます。 

 

 以下（１）～（３）の条件をすべて満たした場合、DACK信号が不正にアサートされる場合があります。 

 

【内容】 

 ● 不具合の発生する条件 

 優先順位の設定（固定またはラウンドロビン）に依存致しません。 

（１）バーストモードとサイクルスチールの両モードを含む複数チャネルで同時に DMA転送を実行 

（２）バーストモードで使用するチャネルをデュアルアドレスモードに設定し、書き込みサイクルで DACK

を出力させる場合。 

（３）バースト転送が終了した後、既にサイクルスチールの転送要求が受け付けられているが、連続して

DMACがバス権をとれない場合。 

 ● 不具合症状 

バス権をとれないサイクル（たとえば CPUサイクル）に DACKが不正に出力される。 

 

【回避方法】 

 上記（１）、（２）を同時に満足するような転送モードの設定を行わないでください。 


